
平成２７年度英語教育強化地域拠点事業の取組事例 

 

群馬県教育委員会における事例 

 

 目 標   
 

○コミュニケーションツールとしての英語力と自立的な英語学習態度の育成 

 

 主な内容   
 

○小中高一貫した学習到達目標の設定と評価の改善 

・各発達段階に応じた学習到達目標の設定 

・定期考査やパフォーマンステストの改善・開発 

・自律的な学習態度育成のための家庭学習、系統的な辞書指導等に関する研究 
 

○小中高一貫したカリキュラムの開発 

・小学校低学年：英語に触れる機会の充実 

・小学校中学年：外国語活動の早期実施 

・小学校高学年：教科としての英語学習の実施 

・中学校：英語で行う授業スタイルについて指導の在り方の研究 

・高等学校：ディスカッション、ディベートなどを中心とした言語活動の実施 
 

○小中高を通じた地域題材を活用した単元開発 

 

 研究計画   

○研究１年次：群馬県教育委員会と強化地域拠点における指導・研究体制の確立。強化地域拠点内

の学校におけるカリキュラム開発と検証・改善。 

○研究２年次：県として、各学校の学習到達目標を含めた指導計画作成のための支援資料作

成。協働学習を中核とした言語活動の実践。 

○研究３年次：評価方法の研究開発（定期考査・パフォーマンステストの改善）。家庭学習

の実践・学習モデルの開発。 

○研究４年次：３年間の検証・総括。次期学習指導要領の改訂を踏まえ、県としての指導・

評価方法等のモデル確立・普及。 

 

 研究体制   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



平成２７年度英語教育強化地域拠点事業の取組事例 

 

 

 研究１年次の取組   

 

月 強化地域拠点の取組 

４月 

・地域拠点ごとの連携体制の整備 

・本年度の研究開発課題や計画の共通理解 

・校内研究組織の整備、学校ごとの研究計画の立案 

・各拠点地域担当者会議の実施 

５月 
・第１回県英語教育連絡協議会 

・授業実践 

６月 

・各拠点地域担当者会議の実施 

・各拠点地域における授業公開（小中高） 

（２学期実施の管内における公開授業のプレ授業） 

７月 

・授業実践 

・周辺校（各拠点地域）への研究成果の発信 

・児童生徒、教員への質問紙調査の実施（１回目） 

８月 

・１学期の研究推進の総括 

・各拠点地域担当者会議の実施 

・各研究校における校内研修の実施 

９月 ・授業実践 

10月 

・各拠点地域担当者会議の実施 

・各拠点地域における授業公開（小中高） 

・研究校における授業公開に基づく教員研修の実施（小学校） 

11月 

・授業実践 

・英語力判定テスト（中学校２年生予定） 

・周辺校（各拠点地域）への研究成果の発信 

12月 

・２学期の研究推進の総括 

・各拠点地域担当者会議の実施 

・授業実践 

１月 ・授業実践 

２月 

・第２回県英語教育連絡協議会 

・各拠点地域における授業公開（小中高） 

・本年度の研究推進の総括 

３月 ・次年度の研究開発の準備 

 

 



 
 
 
 

 
 
 
  

【英語教育の課題】 
・小、中、高の円滑な接続 
・教員の指導力・英語力の向上 

  
 
小学校３・４年 → 小学校５・６年  → 中学校      →  高等学校 
外国語活動     教科「英語」      英語による授業     高度な言語活動 

＜早期化＞    ＜教科化＞                ＜高度化＞       
  
        

 
【国際化に向けての課題】 
・群馬県人としてのアイデンティティーの向上 
・自国と外国の文化を理解する力の育成 
 

国の英語教育改革推進計画（平成３０年度から実施） 

義務教育課 
高校教育課 
総合教育センター 

本県の教育課題 

国際的視点に立ち、自らの考えを発信できるぐんまの子どもの育成 

   

      

沼田東小 

沼田中 

沼田北小 

沼田女子高 

沼田地域拠点 

先進的実践研究 

「群馬県版小学校英語教育カリキュラム」の開発 

○県内５拠点を指定（平成２６年度～２９年度） 

国指定：前橋（中部）、嬬恋（吾妻）、沼田（利根）
県指定：高崎（西部）、太田（東部） 
 
○各地域拠点内に、小、中、高の研究校を置く。 
 
○先進的実践研究 
  ・「群馬県版小学校英語教育カリキュラム」 
   の先行実践 
  ・小学校英語教育を踏まえた中学校、高等 
   学校の指導方法の研究 
  ・中高生徒の英語力の測定（外部試験の実 
   施）による研究成果の検証 
 

○周辺校への研究成果の普及 
 
○研究校での周辺校教員の研修 

（例）利根管内 

周 
 
辺 
 
校 

周 
 
辺 
 
校 

周 辺 校 

普
及 

研究成果の普及・周辺校教員の研修 

【小学生】 
・あいさつや自己紹介をしたり、自分 
      の気持を伝えたりすることが  できる。 
・英語の学習が好きな児童が１００％ 

【中学生】 
・郷土の歴史や文化について簡単な 
     英語で紹介することができる。 
・英検３級の生徒が５０％以上 

小中連携 

中高連携 

【高校生】 
・郷土の歴史、文化を話題にして 
 外国人と対話をすることができる。 
・英検準２級の生徒が６０％以上 

・研究校は、周辺校にカリキュラムの提供や指導法の提案を行う。 
・周辺校教員は、研究校での授業参観等を通して研修を行う。 

目指す児童生徒の姿 

豊かな語学力の育成を目指した外国語教育の推進 

☆平成２７年度～２９年度 
☆指導力アップ研修・・・○小学校英語教育推進教員養成研修 
                ○中学校英語教員指導力向上研修 
               ○高等学校英語教員指導力向上研修                        
☆英語力アップ研修・・・○中高の英語教員の英語力を英検準１級程度に 
                                        

「英語の授業力アップ」教員研修 

☆平成２６年度～２８年度 
☆カリキュラム開発チーム（総合教育センター）による指導計画、指導資料、 
  映像・音声教材の開発 
  ○小学校１・２年生用 外国語活動カリキュラム   １０時間 
   ○小学校３・４年生用 外国語活動カリキュラム   ７０時間 
   ○小学校５・６年生用 教科「英語」カリキュラム   １０５時間 
  

研
修 

英語教育強化地域拠点事業 



平成26年度  英語教育強化地域拠点事業（全体構想図） 

【取組の柱➂】  

国際的視点に立ち、自
らの考えを発信できる
力の育成 

第２期 群馬県 
教育振興基本計画 

県指定の地域拠点（２拠点：高崎市・太田市） 

＜小学校＞ 

 ○ 小学校英語の早期化、教科化を見据えた工 
   夫や指導体制に関する実践研究 
 ○ 文字指導の工夫に関する実践研究 など 
  
＜中学校＞ 

 ○ 英語で行う授業スタイルの実践 
 ○ CAN-DO型到達目標の設定と評価方法の工夫  
 ○ 辞書指導や家庭学習に関する実践研究 など 
 
＜小中共通＞ 

 ○ 協同学習を中核に据えた言語活動の実践 
 ○ 小学校外国語活動担当と中学校英語科職員 
   の相互授業参観や情報交換 など 
※平成26年８月に特例校申請を行い、小学校英 
  語教育の早期化・教科化ができるようにする。               

国指定の地域拠点（３拠点：前橋市・嬬恋村・沼田市） 

＜小学校＞ 

 ○ 小学３・４年生の外国語活動の実施（H26、27年度 週１時間） 
 ○ 小学５・６年生の教科としての英語の実施 
      （H26 週１時間、H27～週２時間） 
 
＜中学校＞ 

 ○ 英語で行う授業スタイルの実践 
 ○ CAN-DO型到達目標の設定と評価方法の工夫  
 ○ 辞書指導や家庭学習に関する実践研究 
 
＜小中共通＞ 

 ○ 協同学習を中核に据えた言語活動の実践 
 ○ 英語能力判定テストによる成果の検証             

                                               連携協力校（高等学校） 

◎ 新課程における指導改善の拠点           

県教育委員会義務教育課 

 
 
 
「グローバル化に対応した英語教育改革実施計画」（Ｈ２５年１２月）において、小学校における英語教育の拡充強化、
中・高等学校における英語教育の高度化など、小・中・高等学校を通じた英語教育全体の充実が示された。 

 【小学校第３・４学年】 
 ・外国語活動 
  （週１～２コマ程度）  

 【中学校】 
 ・到達目標の高度化 
  （授業を英語で行う）  

 【小学校第５・６学年】 
 ・教科「英語」 
  （週２～３コマ程度）  

 国の計画（平成３０年先行実施） 

                                               

◎ 小学校英語教育の早期化及び教科化に関わるカリキュラム開発の拠点           

カリキュラム開発チーム（県総合教育センターに設置） 



平成２７年度英語教育強化地域拠点事業の取組事例 

 

 

光華女子学園における事例 

 

 目 標   

○自国の文化理解・発信能力の育成 

○グローバル化社会に対応できるコミュニケーション能力を備えた人材の育成 

 

 主な内容   

○小中高一貫した学習到達目標と評価の設定 

○小中高一貫した効果的なカリキュラムづくりと指導方法の開発 

・小学校：「読む」「聞く」「話す」「書く」ことの導入を含む指導方法の研究 

・中学校：小学校での外国語活動、及び高学年教科としての外国語の流れを受けての指導

方法等の研究 

・高等学校：高度な言語活動を含む指導方法等の研究 

○地域の大学との連携による教員の指導力向上 

 

 研究計画   

○研究１年次：小中高一貫した学習到達目標の設定。小中高の一貫性を意識したカリキュラム作成、

及びその実践。 

○研究２年次：１年次に研究した学習到達目標・カリキュラム等の検証と改善。 

○研究３年次：２年次において改善した目標・カリキュラムの実践。効果的な指導方法の確

立と深化した取組の実施。 

○研究４年次：３年間の検証・総括。指導方法・評価方法等のモデル確立・普及。 

 

 研究体制   

      

      

      

       

      

      

      

      

      

  

 

 

 

 

 

小学校 

担任・英語専科 

中学校 英語科 高等学校 英語科 

学園英語教育推進プロジェクト 

 

小中英語教育 

指導者担当者会議 

運営指導 

委員会 

中高英語教育 

指導担当者会議 

小学校英語教育 

指導担当者委員会 

中・高 英語科教科会 

学習到達目標を設定することにより、小中高のつながりを見据えた授業づくりができるようにな

った。また、異学年間でどのような学習をしているかも把握できるため、次の学年につながる指

導も意識できるようになった。 

他教科との学習内容を踏まえて、タスクを実施するタイミングを再考する必要がある。また、学

習到達目標が妥当であるか検証をしていく必要がある。 



平成２７年度英語教育強化地域拠点事業の取組事例 

 

 研究１年次の取組   

 

月 強化地域拠点の取組 

４月 

・学園英語教育推進プロジェクト 

・指導担当者会議（小・中・高） 

・推進リーダー会議 

５月 

・小中高英語授業研修 

・推進リーダー会議 

・学識経験者と推進リーダーとの会議 

６月 
・推進リーダー会議 

・研修会 

７月 

・指導担当者会議（小・中・高） 

・推進リーダー会議 

・学識経験者と推進リーダーとの会議 

８月 

・学園英語教育推進プロジェクト 

・指導担当者会議（小・中・高） 

・研修会（小中高全体研修含） 

・推進リーダー会議 

10月 

・小中高英語授業研修 

・研修会 

・推進リーダー会議 

11月 

・指導担当者会議（小・中・高） 

・小中高英語授業研究発表会予定 

・推進リーダー会議 

・学識経験者と推進リーダーとの会議 

12月 ・推進リーダー会議 

１月 

・指導担当者会議（小・中・高） 

・研修会 

・推進リーダー会議 

・学識経験者と推進リーダーとの会議 

２月 
・指導担当者会議（小・中・高） 

・推進リーダー会議 

３月 

・学園英語教育推進プロジェクト 

・指導担当者会議（小・中・高） 

・推進リーダー会議 

・学識経験者と推進リーダーとの会議 

 



平成26・27年度英語教育強化地域拠点事業 ～島根県の例～ 

 「ふるさとを愛し、その良さを広く世界に発信しようとする意欲とコミュニケーション能力の基礎を身に付け、 
  グローバル社会に向けて自らの生き方を切り拓いていこうとする心情や態度を養う英語教育の在り方を探る」                                    

目的 

Ⅰ 小・中・高等学校をつなげる「CAN-DOリ 
 スト」の形での学習到達目標の設定 
 
Ⅱ 複式学級における３・４年の外国語活動、  
 ５・６年の教科型（４技能）の教育課程や指 
 導方法等を明確化 
 ○各学年の具体的な教育課程と年間指 
  導計画の設定 
 ○複式学級における指導計画の策定 
 ○学習意欲を低下させない言語活動の工 
  夫 
  

研究の内容 

○様々な研修会等を実施、小・中・高校で 
 連携して取り組む体制を整備。 
 
○「英語を使って何ができるようになるか」 
 という観点から設定したCAN-DOリストの  
 形での学習到達目標に基づいた単元計 
 画の考え方が浸透。 
 
○児童生徒の学習意欲・英語力が向上。 

○民間の資格・検定試験を活用した小学校３～６年生の英語力の  
 把握 （雲南市の例） 
【英検Ｊｒ．（BRONZE）】 
  ※児童を対象とした英語検定 
  ※難易度により、BRONZE、SILVER、GOLDにレベル分けされている。 

【対象と時期】 
  ・３年生15人、４年生10人、５年生5人、６年生10人（計40人） 
  ・２０１４年度、７月と３月の２回にわたり実施。 
【結果】 
（全体）                             （内訳） 

 
 
 
 
                      

Ｈ２６成果 

効果の一例 

○2014年度間では平均 
 得点が約10ptアップ。 
○全ての分野の得点が 
 バランスよく向上。 
○正答率50％未満の児  
 童がゼロになり、 
 70％以上正解した児 
 童の割合増加。 

語句 会話 文章

80.1 82.7 83.1

73.1 67.7 68.8

平均正答率年度 団体数 受験者数 平均

2015年3月 2 40 80.9

2014年7月 2 40 70.5

２０１５年３月 ２０１４年７月 



１ 島根県の取組概要 

島根県の英語教育強化地域拠点 

雲南市 

吉田町 



１ 島根県の取組概要 

雲南市立吉田小学校（全校児童３１名） 

雲南市立田井小学校（全校児童２６名） 

雲南市立吉田中学校（全校生徒３２名） 

島根県立三刀屋高等学校（全校生徒４６８人） 

島根県の英語教育強化地域拠点 

小規模学校における外国語教育が主な研究テーマ 



１ 島根県の取組概要 

研究開発課題 

○複式学級における外国語活動及び英語科の教育 
 課程、指導方法、評価方法並びに教員研修の在り 
 方 
 
○小学校英語科と円滑に接続し、小規模学校の特 
 色を生かして着実な定着を図る中・高等学校の教 
 育課程の在り方 

 目標及び内容は、有識者会議で示されたものを
基本として設定し、実践を通して修正・変更してい
くこととした。 



１ 島根県の取組概要 

特徴的な取組（計画を含む） 

〇研究組織の整備 
〇教材の開発 
〇複式学級における教育課程、指導方法 
 等の研究 
〇英語コーディネータの活用 
〇小・中・高をつなげる「CAN-DOリスト」の 
 形での学習到達目標の設定 



２ 学校で取り組んでいること 

〇研究組織の整備 

「吉田中学校区小・中・高等学校英語教育
強化推進研究会」  

 
  ・ 授業研究部 
 
  ・ 教材研究部 
 
  ・ 小中高地域連携部 
 
  ・ ALT研究部 



〇研究組織の整備 

組織活性化のポイント 

・ 小学校のチーム力を生かす 

・ 中学校・高等学校をチーム化する 

・ 全研究校で共通文化を醸成する 

２ 学校で取り組んでいること 



５年 

L.1 

L.2 

L.3 

L.4 
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2使用 

Hi, friends! 1・
2使用 

Hi, friends! 1・
2使用 

１年間同一教材を使う「A・B年度方式」 

単元配列を組み替える「A・B年度方式」 

２ 学校で取り組んでいること 

〇複式学級における教育課程、指導方法等の研究 
 



２ 学校で取り組んでいること 

３・４年生複式学級用単元配列案 

 １学期はＡ・Ｂ年度とも同
じ単元にし、はじめて英語
に出会う３年生に配慮する。 

 ４年生は、前年度とは違
う関わり方を設定する。 

 ２学期は、Ａ年度とＢ年度
で違う単元を設定する。 

 ３学期末は、４年生の高
学年（教科）への接続を踏
まえた単元を設定する。 

〇複式学級における教育課程、指導方法等の研究 
 



〇英語コーディネータの活用 

・「フェードアウト型連携」 

・「専科」ではなく「コーディネータ」 

・対角線連携 

２ 学校で取り組んでいること 



〇教材の開発 

高学年用教材 

・ H26： Hi, friends! を中心に実践し70時間分 
 の単元配列を作成した。 
 
・ H27：その単元配列に従い、Hi, friends!及び 
 市販教材を参考にしながら各単元の教材を 
 準備する。それらをデータ化するなどして、 
 H28からの活用を目指す。また、文部科学省 
 が作成する補助教材を活用する。 

２ 学校で取り組んでいること 



〇教材の開発 

中学年用教材 

・ H26：自作教材や市販教材を活用して実践 
 し、記録した。その実践を基に次年度以降の 
 35時間分の単元配列を作成した。 
 
・ H27：前年の取組を改善・修正しながら、単 
 元ごとに教材を準備する。H28からの活用に 
 向け、中学年用教材35時間分のデータ化を 
 目指す。 
 

２ 学校で取り組んでいること 



〇教材の開発 

地域素材を取り入れたオリジナル教材 

（例） ヤマタノオロチを題材とするもの 

小学校中学年 小学校高学年 中学校前期 中学校後期 

オロチのうろこの色
を題材にした慣れ
親しみの活動 

「スサノオノミコト」と
「くしなだひめ」の会
話を使った活動 

ヤマタノオロチにつ
いての簡単な英語
によるQ＆A 

ヤマタノオロチにつ
いて感想を交えて
行うスピーチ 

・言語活動のための副教材を作成する 

・小３～中３まで継続的に使用する 

２ 学校で取り組んでいること 



〇小・中・高等学校をつなげる「CAN-DOリスト」 
 の形での学習到達目標の設定 

・中学校：島根県方式（単元積み上げ式）で 
 作成済み 
・高等学校：文部科学省の手引きにより作 
 成済み（中とは未接続） 
・小学校：H27作成予定 

２ 学校で取り組んでいること 



様々な「連携」の必要性 

研究校間、自治体間の連携や情報交換を 

ともに手を取り進みましょう 

最 後 に 



  （１）英語教育強化地域拠点事業 

 

 

〈今後の英語教育の方向性〉 

•小・中・高を通じて「英語を使って何ができるようになるか」という観点から、四技能に係る一貫した具体的な指標の形式で示す 

•小学校では、中学年から外国語活動を開始し音声に慣れ親しませるとともに、高学年では、学習の系統性を持たせる観点から教科として行  

 う、中学校では、授業は英語で行うことを基本する、高等学校では、幅広い話題について発表、討論・議論、交渉などを行う能力を高める 

•これを踏まえ、先進的な取組を支援するとともに、その成果を今後の英語教育の在り方に関する検討に生かす 

                         ※ 委託事業 ： 25地域（都道府県・政令指定都市教育委員会、国公私立大学法人、学校法人） 

概 
 

要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

・研究開発の方向性の設定 

・英語教育強化地域の選定・指定 

・研究開発に関する各種経費支援 

・定数加配 

・収集すべき定量的データの検討 

・英語教育強化地域における具体
的な取組や評価の在り方につい
て検討・実施 

・連携協議会の開催 

・その他、英語教育強化地域に対
する支援・指導・助言 等 

 

英語教育強化地域拠点 

文 部 科 学 省 

指導・助言 

…それぞれの研究開発課題を実践 

委託 

進捗管理 助
言
・援
助 

等 

小・中・高等学校の連携 

高
大
接
続
研
究 

■研究開発課題（例） 

（２）小学校では、中学年からの外国語活動開始及び高学年での教科化 
（３）中学校では、互いの考えや気持ちなどを英語で伝え合う言語活動を                                       

                                   等 

■検証すべき取組・データ（例） 

○英語運用能力に関する評価研究 

○小学校の新たな外国語教育における補助教 
  材を活用した研究 

○英語学習に対する関心・意欲 

○他教科等への影響  等                

平成28年度概算要求額 85,166千円（ 89,267千円） 

小学校 中学校 高等学校 

大 学 等 
管 理 機 関 

（教育委員会、学校法人、国立大学法人） 

（１）小・中・高等学校を通じた目標の設定 

教育再生実行会議  
第三次提言 

（Ｈ２５．５．２８ ）  

グローバル化に対応した 

英語教育改革実施計画 

（Ｈ２５．１２ ．１３）  

英語教育の在り方に関する 
有識者会議 報告 
（Ｈ２６．９．２６ ）  

第２期教育振興
基本計画 

（Ｈ２５．６．１４）  

（４）高等学校においては、幅広い話題について発表、討論・議論、         

交渉などを行う能力を高めること 

（５）小中・中高の学びが円滑に行われるための取組 

協力 

  重視、授業は英語で行うことを基本する。 

中央教育審議会における
審議  論点整理 

（Ｈ２６．１１～Ｈ２７．８ ）  



（参考）平成２７年度 英語教育強化地域拠点事業 地域拠点一覧  

設置者 学 校 名 

★北海道 北海道寿都高等学校・寿都町立寿都中学校・寿都町立寿都小学校・寿都町立潮路小学校 

★岩手県 岩手県立紫波総合高等学校・紫波町立紫波第一中学校・紫波町立日詰小学校・紫波町立赤石小学校・紫波町立古館小学校 

★秋田県 秋田県立由利高等学校・由利本荘市立由利中学校・由利本荘市立由利小学校 

山形県 
山形県立鶴岡南高等学校・山形県立鶴岡中央高等学校・鶴岡市立鶴岡第二中学校・鶴岡市立朝暘第三小学校・鶴岡市立朝暘第五小学校・鶴
岡市立京田小学校・鶴岡市立栄小学校 

★群馬県 

群馬県立渋川女子高等学校・前橋市立第一中学校・前橋市立桃井小学校・前橋市立城南小学校・前橋市立中央小学校 

群馬県立嬬恋高等学校・嬬恋村立嬬恋中学校・嬬恋村立西小学校・嬬恋村立田代小学校・嬬恋村立千俣小学校・嬬恋村立東部小学校 

群馬県立沼田女子高等学校・沼田市立沼田中学校・沼田市立沼田東小学校・沼田市立沼田北小学校 

★埼玉県 
埼玉県立宮代高等学校・宮代町立百間中学校・宮代町立東小学校・宮代町立笠原小学校 

埼玉県立鴻巣女子高等学校・鴻巣市立川里中学校・鴻巣市立屈巣小学校・鴻巣市立共和小学校・鴻巣市立広田小学校 

★千葉県 
千葉県立流山おおたかの森高等学校・千葉県流山市立南流山中学校・流山市立西初石中学校・流山市立南流山小学校・流山市立鰭ヶ崎小学
校・流山市立西初石小学校 

東京都 
都立上水高等学校・武蔵村山市立第三中学校・武蔵村山市立第三小学校・武蔵村山市立雷塚小学校 

東京都立飛鳥高等学校・荒川区立第七中学校・荒川区立尾久第六小学校 

神奈川県 横須賀市立横須賀総合高等学校・横須賀市立常葉中学校・横須賀市立田戸小学校・横須賀市立諏訪小学校 

★福井県 

福井県立勝山高等学校・勝山市立勝山南部中学校・勝山市立勝山中部中学校・勝山市立勝山北部中学校・勝山市立平泉寺小学校・勝山市立
成器南小学校・勝山市立成器西小学校 

勝山市立村岡小学校・勝山市立三室小学校・勝山市立野向小学校・勝山市立荒土小学校・勝山市立鹿谷小学校・勝山市立北郷小学校 

山梨県 

山梨県立白根高等学校・南アルプス市立白根巨摩中学校・南アルプス市立白根飯野小学校・南アルプス市立白根東小学校 

山梨県立甲府昭和高等学校・昭和町立押原中学校・昭和町立押原小学校・昭和町立西条小学校・昭和町立常永小学校 

山梨県立韮崎高等学校・韮崎市立韮崎西中学校・韮崎市立韮崎東中学校・韮崎市立韮崎小学校・韮崎市立穂坂小学校・ 
韮崎市立韮崎北東小学校・韮崎市立韮崎北西小学校・韮崎市立甘利小学校 

山梨県立笛吹高等学校・笛吹市立春日居中学校・笛吹市立春日居小学校 

山梨県立市川高等学校・市川三郷町立市川中学校・市川三郷町立市川小学校・市川三郷町立市川東小学校 

長野県 
長野県小諸高等学校・小諸市立小諸東中学校・小諸市立芦原中学校・小諸市立東小学校・小諸市立坂の上小学校・ 
小諸市立野岸小学校・小諸市立水明小学校・小諸市立千曲小学校・小諸市立美南ガ丘小学校 



★岐阜県 
岐阜県立長良高等学校・岐阜県立大垣西高等学校・岐阜市立長良中学校・大垣市立星和中学校・岐阜市立長良西小学校・大垣市立中川小学校・大垣
市立小野小学校 

京都府 
京都府立園部高等学校・南丹市立殿田中学校・南丹市立胡麻郷小学校・南丹市立殿田小学校 

京都府立東宇治高等学校・宇治市立黄檗中学校・宇治市立宇治小学校 

★兵庫県 兵庫県立生野高等学校・朝来市立生野中学校・朝来市立朝来中学校・朝来市立生野小学校・朝来市立山口小学校・朝来市立中川小学校 

★奈良県 
奈良県立高取国際高等学校・奈良県立桜井高等学校・奈良市立平城西中学校・奈良市立右京小学校・奈良市立神功小学校 

御所市立葛中学校・御所市立葛小学校・明日香村立聖徳中学校・明日香村立明日香小学校 

★鳥取県 鳥取県立八頭高等学校・若桜町立若桜学園中学校・若桜町立若桜学園小学校 

★島根県 島根県立三刀屋高等学校・雲南市立吉田中学校・雲南市立吉田小学校・雲南市立田井小学校 

★広島県 広島県立賀茂高等学校・東広島市立松賀中学校・東広島市立東西条小学校・東広島市立御薗宇小学校 

山口県 山口県立光高等学校・光市立室積中学校・光市立室積小学校 

★徳島県 徳島県立阿波西高等学校・阿波市立阿波中学校・阿波市立久勝小学校・阿波市立伊沢小学校・阿波市立林小学校 

★高知県 
高知県立高知西高等学校・中土佐町立久礼中学校・中土佐町立久礼小学校・南国市立香南中学校・南国市立日章小学校・南国市立大湊小学校 

高知県立岡豊高等学校・長岡郡大豊町立大豊町中学校・長岡郡大豊町立おおとよ小学校 

福岡県 

福岡県立直方高等学校・福岡県立鞍手竜徳高等学校・宮若市立宮若西中学校・宮若市立若宮小学校・宮若市立笠松小学校・宮若市立山口小学校・宮若市立若宮西小
学校・宮若市立吉川小学校 

福岡県立筑紫中央高等学校・那珂川町立那珂川南中学校・那珂川町立安徳南小学校・那珂川町立南畑小学校・那珂川町立岩戸小学校・那珂川町立安
徳小学校 

熊本県 熊本県立高森高等学校・高森町立高森東中学校・高森町立高森中学校・高森町立高森東小学校・高森町立高森中央小学校 

鹿児島県 

鹿屋市立鹿屋女子高等学校・鹿屋市立鹿屋中学校・鹿屋市立鹿屋小学校・鹿屋市立祓川小学校・鹿屋市立東原小学校 

鹿児島県立大口高等学校・伊佐市立大口中央中学校・伊佐市立大口小学校・伊佐市立大口東小学校・伊佐市立牛尾小学校・伊佐市立山野小学校・伊
佐市立平出水小学校 

伊佐市立羽月小学校・伊佐市立羽月西小学校・伊佐市立曽木小学校・伊佐市立針持小学校 

★熊本市 熊本市立必由館高等学校・熊本市立錦ヶ丘中学校・熊本市立尾ノ上小学校・熊本市立月出小学校・熊本市立山ノ内小学校 

★光華女子
学園 

京都光華高等学校・京都光華中学校・光華小学校 

★京都教育
大学 

国立大学法人京都教育大学附属高等学校・国立大学法人京都教育大学附属桃山中学校・国立大学法人京都教育大学附属桃山小学校 

宮城教育大
学 

宮城県仙台第二高等学校・宮城県宮城第一高等学校・国立大学法人宮城教育大学附属中学校・国立大学法人宮城教育大学附属小学校 

★は平成２６年度より継続。そのほかは平成２７年度より新規採択。 



 （参考）小学校の新たな外国語教育における補助教材“Hi, friends! Plus”について 

 
１．目的 
〇 「英語教育の在り方に関する有識者会議」報告（平成26年9月）における提言を踏まえ、文部科学省に 
 おいて、小学校高学年における教科化に向けた新たな補助教材“Hi, friends! Plus”を作成。 
〇 研究開発校等において、平成27、28年度の２年間を通じてその効果を検証。 
〇 中央教育審議会における次期学習指導要領の審議において検証結果を活用するとともに、学習指導要領 
 改訂後の新たな教材開発に活用。 
  

２．補助教材のポイント 
〇 次期学習指導要領の改訂に向け、身近なことについて基本的な表現によって「聞く」「話す」ことなど 
 に加え､「読む」「書く」の態度の育成を含めたコミュニケーション能力の基礎を養うことができるよう、 
 映像や音声を活用し、 
  ①アルファベットの文字の認識、 
  ②日本語と英語の音声の違いやそれぞれの特徴への気付き、 
  ③日本語と英語の語順の違いなど文構造への気付き等、 
 に関する指導に必要な新たな教材を開発し、効果を検証する。 
  

３．配布先 
 平成27年３月下旬以降、ワークシートのHP掲載に加え、「英語教育強化地域拠点事業」の研究開発学校 
 を中心に、以下の配布先へデジタル教材（DVD）を配布 
  ・教育課程特例校、その他、先進的な英語教育を実施する小学校 
  ・都道府県・市区町村教育委員会等 
 
 
 
 
 
 
 

平成29年度 
28年度までの検証結果や
中教審答申を踏まえ、教材
を開発 

平成30年度以降 
先行実施を行う 
小学校に配布 

平成27年度～28年度 
・平成28年度に開発した補助教材を「英 
  語教育強化地域 拠点事業」 の研究 
  開発学校等で活用・検証 
・検証結果を受け、補助教材を改訂 
・指導案、事例集（映像資料含む）等の 
  充実 
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平成32年度 
全面実施 



（参考）Ｈ２７年度「英語教育強化地域拠点事業」地域の小学校における教科化に向けた実践・検証(イメージ) 

◎ 題材の充実（例） 

 日本の行事に加え、地元の伝統行事、文化財、地場産物な
ど、英語を通じて「ふるさとの魅力」に興味を持ち、自分なりに
英語で説明できるようにする。 

小学校５・６年生の外国語活動：年間３５時間      
（Hi, friends!2 現行） 

小学校５・６年生の教科型の授業：年間７０時間程度      
（Hi, friends!＋Hi, friends! Plus＋独自教材） 

新たな目標：身近なことについて基本的な表現によって 
        「聞く」「話す」に加え、「読む」「書く」の態度の育成を    
        含めたコミュニケーション能力の基礎を養う 

教科化に向けて、26年度中に補助教材を作成・配布 

 ◎ アルファベットの文字や単語などの認識 

 ◎ 日本語と英語の音声の違いやそれぞれの特徴への気付き     

 ◎ 語順の違いなど文構造への気付き  

 ➣自信をもって英語で積極的に「聞く」「話す」ことができ、「読む」  

   「書く」ことへの興味を育てるようにする。 
※小学校段階の語彙数は400程度を想定しているが、今後、拠点地域 

 の研究開発校などにおいて実証し、中央教育審議会において検討 

 

単元名 題材 目標例 

Lesson 1 文字・言
語 

積極的に数字やアルファベッ
ト、世界の文字について尋ね
たり答えたりする。 

Lesson 2 行事・月
日 

世界の行事や習慣と、日本の 
祭りや行事を月ごとに取り上 
げ、友達と積極的に英語で話 
す。 

Lesson 3 ｽﾎﾟｰﾂ・  
動作 

スポーツなどできることを積極
的に友達と尋ねたり答えたり
する。 

Lesson 4 建物・   
道案内 

積極的に行き方を尋ねたり道
案内をしたりしようとする。 

Lesson 
5･6 

世界の
国々・ 
生活 

自分の思いが伝わるように世
界の国、生活、時差などを発
表したり、友達の発表を積極
的に聞いたりする。 

Lesson 7 日本の童
話・世界
の童話 

英語で物語の内容を伝えよう
とする。まとまった話を聞いて
内容がわかり、場面にあった
台詞を考えて言えるようにす
る。 

Lesson 8 職業・ 
将来の夢 

どんな職業につきたいか友達
に尋ねたり答えたりする。世
界の同年代の子供たちの夢を
知り、自分の「夢宣言」をする。 



アルファベットの文字の認識 

ワークシート デジタル教材 
【ネイティブの発音とともに、アルファベットの文字の書き方を
視覚的に修得する】 

【一部が隠れたアルファベットの文字を見せて、アルファ
ベットの文字を推測するゲームを通して、アルファベット
の文字に対する認識を高める】 

【ホームページに掲載されたワークシートを使い、繰り返し練習する
ことで、アルファベットの文字や単語への認識を高める 】 

Hi, friends!で扱ったイラ

ストと関連付けて「読
む」「書く」ことに慣れ親
しむ 

アルファベットの文字を
まとめて書く練習、単語
の中の文字をなぞり書
きすることで、単語に慣
れ親しむ 



日本語と英語の音声の違いや特徴への気付き 
【デジタル教材でネイティブの発音に触れながら、アルファベットの文字には、読み方と音があることを知るとともに、様々な単語を言ったり
聞いたりすることでアルファベットの音に慣れ親しむ】 

ワークシート デジタル教材（ジングル） 

動画 

ネイティブの音声で 
b[bi:], b[b], b[b], 
bear[béɚ]と音声が
流れる 

デジタル教材で視聴するジ
ングルの歌詞は、家庭など、
外国語の授業以外で子供
たちが学習内容を振り返る
のに役立つ。 



語順の違いなどの文構造への気付き（絵本） 

世界平和（友だちの大切さ）に関する教材 
【動物たちが追いかけっこをする様子を通し、仲間の大切さに気
づくとともに、語順などの文構造についての気付きを促す。】 

【例】 

先生：What animal is this? 
    Can you guess? 
児童：Pig. 
先生：Really?  Is this a  pig? 
            Let’s check.  Next page …. 
児童：Yes, pig! 
先生：Very good.  
             

【例】 

先生：Listen to me carefully. 
            The pig is chasing the elephant. 
      Which one?  No. 1 or No. 2? 
児童：No. 1. 
先生：That’s right.  No. 1. 
             `The pig is chasing the elephant’     
             is  No.1  

自己肯定感を高める教材 

【人それぞれ、できることとできないことがあることに気付き、 
“I can ….” という表現を繰り返し「読んで」、自分に何ができるか
を考えさせる。】 

【例】 

先生：Can you play kendama? 
児童：Yes, I can.  I can play kendama. 
先生：That’s nice.    
             I can’t play kendama.  
             

【例】 

児童：I can’t play baseball. 
            But I can help my mother. 
    I can make my family happy. 
先生：That’s wonderful. 
   
  
             



外国語活動教材の現状と高学年教科教材の在り方 
（「英語教育の在り方に関する有識者会議審議（平成26年9月26日）」報告） 

○小学校における外国語活動においては、国により作成された小学校外国語活動教材例、 
 「Hi, friends!」 が希望する約２万校の学校に配布され、地域、学校、学級の実態に合わせて工夫・ 活用 
 がなされている。また、児童の多くが外国語活動の授業や外国語学習に対して肯定的で あり、積極的にコ 
 ミュニケーションを図ろうとする態度が育成されてきている。  
○中１ 対象による調査では、外国語活動の授業で、「もっと学習しておきたかったこと」の回答 の割合とし 
  て、「英語の単語を読むこと」が77.9%、「英語の単語を書くこと」が81.7％、「英文を読むこと」が77.6%、 
  「英文を書くこと」が78.6%であり、音声中心の活動に比べ、10ポイントほど高い数値である。小学校の外国  
  語活動で音声中心に学んだことが、中学校での 段階で音声から文字への学習に円滑に接続されていな 
  いこと、発音と綴（つづ）りの関係の学習や文構造の学習に課題があるなどの指摘があった。  
○このような状況を踏まえ、小学校の外国語活動が導入されて一定の成果を上げているものの、中学校で 
 の学習への円滑な接続を考えると、小学校高学年段階において、文字の扱いや文構造への気付きなど、 
 中学校との接続を意識した指導に有効な教科書・教材が必要である。 

○先進的な取組も含めたこれまでの外国語活動の成果・課題を踏まえ、小学校中学年では、発達 
 段階に応じた外国語活動に必要な教材の開発を行う。小学校高学年では、教科化に伴って教科 
 書の整備が必要となる。また、教科化され、教科書が整備されるまでの間、国において、中学 
 校との円滑な接続を意識した補助教材、及び新たな教材を作成する。 
○補助教材については、アルファベット文字の認識、日本語と英語の音声の違いやそれぞれの特 
 徴、文構造への気付きを促す指導ができるようなものとし、高学年における外国語の教科化に 
 おいて求められる教材等として、国の「英語教育強化地域拠点事業」における研究開発校等に 
 おいて、平成27年度より試行的に活用しながら、その効果を検証する。さらに、その検証結果 
 を、小学校高学年の教科化に向け、新学習指導要領移行期に各学校において活用することを想 
 定した新たな教材開発に生かすものとする。  

現状・課題 

今後の方向性 
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グローバル化に対応した英語教育改革実施計画スケジュール（イメージ） 
（小学校数） 

研究開発学校・教育課程特例校 
（現行の教育課程の基準によらない） 

国が定める標準授業時数に上乗せして実施する小学校 

教科書の作成 

新たな補助教材配布・検証 

      小学校 
新学習指導要領を 

段階的に先行実施                                              

新学習指導要領（小学校英語）の先行実施 

10000 

15000 

5000 

新CS対応 
教材の作成 

＜小・中・高等学校共通＞ 

＜小学校体制整備＞ 

東京オリンピック 
パラリンピック 

新CS対応教材の配布 

教科書の配布 

※日本人のアイデンティティ                                                             

に関する教育の充実も含む                                                                               

（伝統文化・歴史の重視等） 

教科書の検定 教科書の採択 

＜中・高等学校体制整備
＞ 

                                  中・高等学校英語教育推進リーダー養成研修 

県等が実施する研修を継続 
                                  中・高等学校英語教員指導力向上研修 

 ※英語教育推進リーダー教員等による域内研修、初任者研修等における実施の充実、研修用映像教材の活用等 

ALT等の配置拡大・指導力向上研修 

  引き続き指導力向上等の取組を推進    

県等が実施する研修を継続 

    ○小学校英語教育推進リーダーの加配措置・養成研修 
    ○小学校担任の英語指導力向上研修（3・4年担任約7.1万人、5・6年担任約7.3万
人） 

 
 

※小学校英語教育推進リーダー等による校内研修、初任者研修等における実施の充実、教員免許更新講習の
活用等 

学習指導要領
（CS）改訂 

補助教材開発 

教科化に向けた「免許法認定講習」等の開発・実施支援 

＜小学校英語教材＞ 

英語教育強化地域拠点の指定等による小・中・高等学校を通じた先進的な取組の促進 

平成27年9月 

  英語教員の英語力・指導力強化の
ための調査研究 
＊コアカリキュラム等の開発・実証、シンポジウム開催等 

                                              


